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会社概要会社概要

■■ 商号商号 東北特殊鋼株式会社東北特殊鋼株式会社

Tohoku Steel Co.,Ltd.Tohoku Steel Co.,Ltd.

■■ 設立年月日設立年月日 昭和１２年４月２０日昭和１２年４月２０日

■■ 代表者代表者 代表取締役社長代表取締役社長 横山横山 博之博之

■■ 資本金資本金 ８億２８億２,,７５０万円７５０万円

■■ 発行済株式総数発行済株式総数 ７，５５０千株７，５５０千株

■■ 決算期決算期 ３月３月

■■ 従業員数従業員数 ２１２１５５名（連結：名（連結：２６１２６１名）名）

■■ 本社本社 宮城県柴田郡村田町大字村田字西ケ丘２３宮城県柴田郡村田町大字村田字西ケ丘２３

■■ 工場工場 本社本社((村田村田))、土浦、土浦

■■ 営業所営業所 東京、名古屋、大阪、仙台東京、名古屋、大阪、仙台

■■ グループ会社グループ会社 東特エステートサービス株式会社、東特エステートサービス株式会社、

東特興業株式会社東特興業株式会社

（平成１８年９月３０日現在）
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経営理念経営理念

我が社は、創立の精神「東北大学の指導により高級我が社は、創立の精神「東北大学の指導により高級

特殊鋼を製造し、産業界に貢献する」を基に、需要家特殊鋼を製造し、産業界に貢献する」を基に、需要家

の要求する素材の研究開発、並びに製造と、総合エンの要求する素材の研究開発、並びに製造と、総合エン

ジニアリングによる特色ある商品の提供によって、企ジニアリングによる特色ある商品の提供によって、企

業の永続的発展をはかる。業の永続的発展をはかる。

このため我々は、創造性を求めて挑戦する積極性とこのため我々は、創造性を求めて挑戦する積極性と

変化に迅速に対応する柔軟性を持たなければならない。変化に迅速に対応する柔軟性を持たなければならない。
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沿沿 革革

1937年 4月 仙台市に資本金500千円をもって設立

1938年 4月 仙台特殊鋼㈱を合併

1940年 耐熱鋼の生産開始

1960年 世界初の耐食性軟磁性材料Ｋ－Ｍ鋼の開発

1961年10月 東京証券取引所市場第二部に上場

1971年 4月 キリンサービス㈱を設立（現・連結子会社：東特興業㈱）

1975年11月 加工製品の製造販売開始

1978年 7月 東京証券取引所市場第二部上場廃止、

社団法人日本証券業協会より店頭管理銘柄に指定

1980年10月 熱処理加工の受託販売開始

1986年 2月 土浦熱処理工場を設置

1987年 7月 ㈱児玉工業所を譲受（現・連結子会社：東特ｴｽﾃｰﾄｻｰﾋﾞｽ㈱）

1992年 4月 村田工場を本社工場に変更
1997年 6月 東特ｴｽﾃｰﾄｻｰﾋﾞｽ㈱、不動産賃貸事業開始
1997年 9月 日本証券業協会に株式を店頭登録

2004年12月 日本証券業協会への店頭登録を取消し、ジャスダック証券取引所に株式を上場

2005年 7月 発明協会より「21世紀発明奨励賞」受賞･･･次世代鉛レス快削鋼「ＴＩＣＳ」

2006年 2月 土浦工場を、東筑波新治工業団地へ移転

2006年 8月 ISO/TS16949を認証取得（国内特殊鋼専業メーカー初）
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当社の事業内容当社の事業内容

部 門 主 な 営 業 品 目

特殊鋼鋼材 ステンレス鋼、耐熱鋼

磁性材料 電磁ステンレス鋼、快削電磁ステンレス鋼、電磁純鉄、

快削電磁純鉄、珪素鉄、高飽和値磁性材料、半硬質材料

合金 耐熱耐食合金、電磁機器用合金、特殊用途合金

特殊ステンレス鋼 自動車燃料噴射ポンプ部品、自動車各種センサー部品、

各種シャフト、水・油空圧電磁弁部品、プラグ栓

工具鋼 自動車燃料噴射ポンプ部品

合金鋼 事務機センサー、バッテリーターミナル

真空焼入・焼戻処理、真空磁気焼鈍、水素焼鈍、光輝熱処理

表面改質 ガス軟窒化、イオン窒化、特殊窒化

ＴＤ処理、ＰＶＤ処理、キリンコート

その他 土地賃貸

電動パワステセンサー、アンチロックブレーキセンサー、

電磁可動鉄心

熱処理

特殊鋼鋼材

電磁ステンレス鋼

熱処理加工

加工製品
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当社グループの事業内容当社グループの事業内容

土地賃借、

〔〔当社グループの事業別セグメント当社グループの事業別セグメント〕〕

①① 特殊鋼事業特殊鋼事業 ････････････････････ 特殊鋼鋼材、加工製品、熱処理加工特殊鋼鋼材、加工製品、熱処理加工

②② 不動産賃貸事業不動産賃貸事業 ････････････ 土地・建物等賃貸、ビルメンテナンス業土地・建物等賃貸、ビルメンテナンス業

その他の関係会社 大同特殊鋼㈱

その子会社 大同興業㈱

施設維持管理原材料 製品、原材料

子会社

東特ｴｽﾃｰﾄｻｰﾋﾞｽ㈱

当社

特殊鋼事業 不動産賃貸事業

子会社

東特興業㈱

原材料 土地賃貸

得 意 先
大同特殊鋼㈱

大同興業㈱

製品

製品

製品 賃貸・
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ清掃・警備

業務支援

得 意 先
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平成１平成１９年９年３月期３月期 中間中間決算情報決算情報
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平成１平成１８年４～９月８年４～９月の総括の総括

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、急激な原油の高騰や素材価格

の上昇による影響は受けたものの、大企業をけん引役とした景気拡大の裾野

が徐々に広がりをみせ、いざなぎ景気を上回る戦後最長の景気拡大が続きま

した。

特殊鋼業界におきましては、引き続き自動車向けを中心とした高級品種の

需要が旺盛で、高水準の生産が継続しました。

かかる状況の下で、当社グループの特殊鋼事業につきましては、旺盛な需

要に対応すべく、投資コストを最低限に抑えた生産能力拡大と市場ニーズの

変化に迅速に対応した営業政策を推進しました。また、不動産賃貸事業につ

きましても一層のサービス向上に努めました。その結果、当中間連結会計期

間における売上高は前年同期比９億１千７百万円増の８９億７千２百万円と

なりました。損益面では、ニッケル等の原材料価格及び原油価格の高騰に伴

う燃料・運賃コストの上昇等が損益を圧迫する要因となったものの、継続し

た販売価格改善とコスト削減を図った結果、経常利益は前年同期比１億９千

５百万円増の１１億９千８百万円、中間純利益は前年同期比１億２千７百万

円増の７億２千万円と、増収増益となりました。
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連結損益計算書連結損益計算書
（単位：百万円、％）

平成18年9月期 平成17年9月期 平成18年3月期

金 額 百分比 金 額 百分比

8,0548,054 100.0100.0

80.080.0

20.020.0

7.77.7

12.312.3

0.90.9

0.70.7

12.512.5

0.10.1

0.40.4

12.212.2

4.84.8

7.47.4

6,4416,441

1,6131,613

620620

992992

6969

5858

1,0031,003

1010

3030

983983

390390

金 額

593593

百分比

100.0100.0

79.679.6

売上総利益 1,8361,836 20.520.5 3,4163,416 20.420.4

販売費及び一般管理費 668668 7.57.5 1,2761,276 7.67.6

営業利益 1,1671,167 13.013.0 2,1392,139 12.812.8

営業外収益 5050 0.60.6 105105 0.60.6

営業外費用 2020 0.20.2 7474 0.40.4

経常利益 1,1981,198 13.413.4 2,1712,171 13.013.0

特別利益 －－ －－ 6262 0.30.3

特別損失 55 0.10.1 6666 0.40.4

12.912.9

5.15.1

7.87.8

売上高 8,9728,972 100.0100.0 16,74916,749

79.579.5

13.313.3

5.35.3

8.08.0

税金等調整前

中間（当期）純利益
1,1921,192 2,1672,167

法人税等調整額 471471 860860

売上原価 7,1367,136 13,33313,333

中間（当期）純利益 720720 1,3061,306
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損益計算書（単体）損益計算書（単体）
（単位：百万円、％）

平成18年9月期 平成17年9月期 平成18年3月期

金 額 百分比 金 額 百分比

6,7716,771 100.0100.0

80.980.9

19.119.1

8.58.5

10.610.6

1.11.1

0.30.3

11.411.4

0.20.2

0.40.4

11.211.2

4.54.5

6.76.7

5,4755,475

1,2951,295

580580

715715

7676

1818

772772

1010

2626

757757

301301

金 額

455455

百分比

100.0100.0

80.480.4

売上総利益 1,4471,447 19.119.1 2,7802,780 19.619.6

販売費及び一般管理費 623623 8.28.2 1,1961,196 8.58.5

営業利益 823823 10.910.9 1,5841,584 11.111.1

営業外収益 6161 0.80.8 113113 0.80.8

営業外費用 55 0.10.1 2424 0.10.1

経常利益 879879 11.611.6 1,6721,672 11.811.8

特別利益 －－ －－ 5858 0.40.4

特別損失 55 0.10.1 5151 0.40.4

11.811.8

4.74.7

7.17.1

売上高 7,5867,586 100.0100.0 14,22114,221

80.980.9

11.511.5

4.64.6

6.96.9

税引前

中間（当期）純利益
873873 1,6791,679

法人税等調整額 349349 674674

売上原価 6,1396,139 11,44111,441

中間（当期）純利益 524524 1,0051,005
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株価収益率の推移株価収益率の推移
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配当金の推移配当金の推移
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連結貸借対照表連結貸借対照表（資産の部）（資産の部）

（単位：百万円、％）

平成18年9月期 平成17年9月期 平成18年3月期

金 額 構成比 金 額 構成比

6,539 32.4

24.3

6.9

1.2

67.6

55.3

0.5

11.8

100.0

4,901

1,396

241

13,628

11,161

91

2,375

金 額

20,167

構成比

33.7

24.7

8.0

1.0

66.3

52.8

0.5

13.0

100.0

流動資産 7,570 36.2 7,033

当座資産 5,512 26.4

8.9

0.9

63.8

51.4

0.6

11.8

100.0

5,157

有形固定資産 10,747 11,020

無形固定資産 128 97

たな卸資産 1,858 1,669

その他 200 205

固定資産 13,336 13,826

投資その他の資産 2,460 2,708

資産合計 20,907 20,859
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連結貸借対照表連結貸借対照表（負債・（負債・純資産純資産の部）の部）

（単位：百万円、％）

平成18年9月期 平成17年9月期 平成18年3月期

金 額 構成比 金 額 構成比

3,4793,479 17.317.3

46.546.5

63.863.8

34.134.1

2.12.1

36.236.2

100.0100.0

9,3779,377

12,85712,857

6,8856,885

425425

7,3107,310

金 額

20,16720,167

構成比

17.817.8

43.143.1

60.960.9

株主資本 8,2028,202 39.239.2 7,5967,596 36.436.4

2.62.6

39.139.1

100.0100.0

流動負債 3,7143,714 17.817.8 3,7253,725

40.640.6

58.458.4

2.42.4

41.641.6

100.0100.0

評価・換算差額等 490490 554554

固定負債 8,4998,499 8,9838,983

負債合計 12,21412,214 12,70912,709

純資産合計 8,6928,692 8,1508,150

負債・純資産合計 20,90720,907 20,85920,859
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貸借対照表（単体）貸借対照表（単体）（資産の部）（資産の部）

（単位：百万円、％）

平成18年9月期 平成17年9月期 平成18年3月期

金 額 構成比 金 額 構成比

5,396 56.0

39.8

14.2

2.0

44.0

19.3

0.3

24.4

100.0

3,838

1,369

188

4,235

1,857

26

2,351

金 額

9,631

構成比

55.9

38.7

15.4

1.8

44.1

18.7

0.3

25.1

100.0

流動資産 6,245 57.6 5,947

当座資産 4,235 39.1

16.7

1.8

42.4

18.0

0.7

23.7

100.0

4,119

有形固定資産 1,952 1,987

無形固定資産 72 37

たな卸資産 1,811 1,641

その他 197 186

固定資産 4,591 4,694

投資その他の資産 2,566 2,669

資産合計 10,836 10,642
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貸借対照表（単体）貸借対照表（単体）（負債・（負債・純資産純資産の部）の部）

（単位：百万円、％）

平成18年9月期 平成17年9月期 平成18年3月期

金 額 構成比 金 額 構成比

2,1292,129 22.122.1

4.74.7

26.826.8

68.868.8

4.44.4

73.273.2

100.0100.0

447447

2,5772,577

6,6296,629

425425

7,0547,054

金 額

9,6319,631

構成比

22.422.4

4.94.9

27.327.3

株主資本 7,5917,591 70.170.1 7,1777,177 67.567.5

5.5.22

72.772.7

100.0

流動負債 2,2742,274 21.021.0 2,3912,391

4.44.4

25.425.4

4.54.5

74.674.6

100.0100.0

評価・換算差額等 490490 555454

固定負債 479479 519519

負債合計 2,7542,754 2,9102,910

純資産合計 8,0828,082 7,7317,731

負債・純資産合計 10,83610,836 10,642



23

9,631 9,586

8,140 8,293 8,441
8,980

10,642
10,836

8,082

3,688
4,377

4,811 5,142
5,822

6,552
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0
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(百万円)

単単 体体
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連連 結結

(期) (期)

(％)(％)
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平成１平成１９９年３月期年３月期 業績予想業績予想
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平成１平成１９９年３月期の見通し年３月期の見通し

平成１９年３月期の見通しにつきましては、国内は民間需要に支えられ、

また輸出も増加を続けていることから緩やかな成長は続くものと思われま

す。しかしながら、これまでのいざなぎ景気やバブル景気とは異なり、経

済成長率が低い「実感なき拡大」であることから、今後の原油価格・原材

料価格の動向に加え、米国経済の減速やＩＴ産業の在庫調整、設備投資の

一巡といった予想される懸念材料が景気に及ぼす影響については、引き続

き注意深く見守っていく必要があります。

このような状況の下で、売上高は前連結会計年度比１３億５千１百万円

増の１８１億円、経常利益は前連結会計年度比２億２千９百万円増の２４

億円、当期純利益は前連結会計年度比９千４百万円増の１４億円を見込ん

でおります。（平成１８年１１月１０日現在）

なお、配当金につきましては、１株につき年間１５円（うち中間配当７

円）を予定しております。
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その他参考情報その他参考情報
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ＦＡＱＦＡＱ（（11））～株式・配当等に関するご質問～～株式・配当等に関するご質問～

≫≫ＱＱ 売買単位株式は何株ですか？

≫≫ＡＡ 1,000株でございます。

≫≫ＱＱ 上場市場と証券コードは？

≫≫ＡＡ 上場市場は「ＪＡＳＤＡＱ証券取引所」、証券コードは「５４８４」でございます。

≫≫ＱＱ 配当金支払いの株主確定日はいつですか？

≫≫ＡＡ 期末配当金は３月３１日、中間配当金は９月３０日でございます。

≫≫ＡＡ 配当金につきましては、財務体質と経営基盤の強化を図りつつ、業績に裏打ちさ

れた成果の株主還元を基本方針としておりますが、一事業年度において一定の配当

性向を保つという考え方ではなく、安定した利益還元を継続していくことも重視し

ております。従いまして、今後も先行き不透明な経営環境が続くとの懸念がござい

ますが、株主利益も尊重しながら継続的視点での配当政策を維持していく所存でご

ざいます。

≫≫ＱＱ 今回、中間配当を実施したが、配当政策について詳しく説明してほしい。
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ＦＡＱＦＡＱ（（２２））～業績等に関するご質問～～業績等に関するご質問～

≫≫ＱＱ 平成１９年３月期中間決算における連結子会社の各々の損益を教えてほしい。

≫≫ＡＡ

連結子会社名 売上高 営業利益

１，２３０ ２８５

東特興業㈱ ６４５ ３７ ３９ ２３

経常利益 中間純利益

２７４ １６８東特ｴｽﾃｰﾄｻｰﾋﾞｽ㈱

（単位：百万円）

≫≫ＱＱ 次回の決算発表はいつですか？

≫≫ＡＡ 平成１９年３月期第３四半期の決算発表を平成１９年２月上旬に予定しております。

また、平成１９年３月期期末の決算発表を、平成１９年５月上～中旬に予定してお
ります。
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ＦＡＱＦＡＱ（（３３））～事業内容等に関するご質問～～事業内容等に関するご質問～

≫≫ＱＱ 平成１７年７月に、２１世紀発明奨励賞を受賞した「次世代鉛レス快削鋼」とは

どのような発明か教えてほしい。

≫≫ＡＡ 精密加工部品に用いられる多くの材料には、切削加工に必要なエネルギー、時間、

工具等の節約と加工面精度の向上のために鉛が添加され、鉛快削鋼と呼ばれていま

す。ただし、スクラップ等から自然環境に流出して、人体に悪影響を及ぼす可能性

などから、その利用があらゆる産業分野で規制されつつあります。そのため、鉛に

替わる切削性改善物質が求められてきました。

本発明では、鉛の替わりにチタン炭硫化物（Ti4C2S2）を材料中に分散生成させ

ることにより、各種ステンレス鋼をはじめ、難切削材と言われてきたインバー、コ

バールなどの広範囲な合金材料の切削性を改善できることを発見しました。しかも、

耐食性、強度などの機械特性、磁気特性や熱膨張率などの機能特性を損ないません。

量産製造条件も確立され、２１世紀の環境保護に貢献する材料として大いに期待さ

れています。
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ＦＡＱＦＡＱ（（４４））～事業内容等に関するご質問～～事業内容等に関するご質問～

≫≫ＱＱ ２００６年８月に認証取得した「ＩＳＯ／ＴＳ１６９４９」とは、どういうもので
すか？

≫≫ＡＡ 「ＩＳＯ／ＴＳ１６９４９」は、米国のＢＩＧ３、欧州メーカー５社と５ヶ国の

自動車産業団体で構成される、国際自動車タスクフォースＩＡＴＦによって作成さ

れた自動車業界向けのＩＳＯ規格でございます。

当社では、電磁ステンレス鋼の製造において、この規格を国内特殊鋼専業メー

カーとして初めて取得いたしました。

今後は、この取得を足がかりに、欧州系部品メーカーへのさらなる拡販を図って

いきます。

≫≫ＱＱ 単体の事業区分別売上高の「その他」とは具体的に何ですか。

≫≫ＡＡ 連結子会社であります東特エステートサービス株式会社に、㈱西友のショッピン
グセンター用地として賃貸している旧長町工場の土地賃貸収入でございます。
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本資料は、当社をよりご理解いただく為の情報の提供を目的と

したものであり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘すること

を目的としたものではございません。また、情報掲載には細心の

注意を払っておりますが、その内容についていかなる保証を行う

ものではございません。

さらに、本資料に記載されている業績予想数値は、本資料作成

時点における当社及び当社グループ会社の事業に関連する業界の

動向、国内外の経済情勢など、業績に影響を与える要因について

入手可能な情報を基にした見通しを前提としております。従いま

して、実際の業績は、今後様々な要因によって予想値と異なる結

果となる可能性があります。

本資料に関するご注意本資料に関するご注意
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